
 
  

小松都市計画区域区分の変更（石川県決定） 
 

都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

（新）「小松都市計画区域区分」 

１．市街化区域及び市街化調整区域の区分 

「計画図表示のとおり」変更する。 
 

２．人口フレーム 

年 次 

区 分 

平成１７年 

（基準年） 

平成３２年 

（目標年） 

都市計画区域内人口 １０４，２８４人 １０３，２３０人 

 

市街化区域内人口  ６９，６２７人  ６８，４９０人 

 

配分する人口 －  ６７，２３０人 

保留する人口 －   １，２６０人 

 
（特定保留） － － 

（一般保留） －   １，２６０人 

 

（旧）「小松能美都市計画区域区分」 
 

１．市街化区域及び市街化調整区域の区分 

   「計画図表示のとおり」変更する。 

 

２．人口フレーム 

    年 次 

区 分 

平成１２年 

（基準年） 

平成２２年 

（目標年） 

都市計画区域内人口 １３４，０００人 １３９，５００人 

 

市街化区域内人口  ９５，７００人 １００，７００人 

 

配分する人口 －  ９６，４１０人 

保留する人口 －   ４，２９０人 

 
（特定保留） － － 

（一般保留） －   ４，２９０人 

議案第２号 



 理 由 

 

小松能美都市計画区域では、平成１６年５月に都市計画区域マスタープランを決定

し、これらに即して具体の都市計画決定を行ってきた。 

平成１７年２月に根上町、寺井町及び辰口町が合併し能美市となったことから、能

美市を一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図ることとしている。 

それに伴い、従前指定していた小松能美都市計画区域のうち、平成２５年８月に小

松市に係る土地を小松都市計画区域とし、小松市を一体の都市として総合的に整備、

開発及び保全を図ることとしている。 

本都市計画区域の人口はゆるやかに減少していくことが予測されるが、近年の核家

族化、世帯分離による世帯数の増加等により、一定の郊外部への市街地開発圧力は依

然、存在し、計画的な住宅地の配置が必要であると考えられる。 

 これを受けて本都市計画区域では、これまで区域区分を定めており、無秩序な市街

化を防止し、計画的な市街化を図るため、これまで通り区域区分の設定を継続する。 

今回、今後の社会情勢の変化に合わせ、おおむね２０年後の都市の姿を展望した小

松都市計画区域マスタープランに変更し、目標年次における人口・産業を適正に収用

するため、市街化区域及び市街化調整区域の見直しを行うものである。 



（参考） 

１ 都市計画区域の概要 

 

     都市計画区域等の面積規模                    （単位：ha） 

市町村名 行政区域 
都市計画区

域 
市街化区域 

市街化調整区

域 

小松市 37,113 12,759 2,229 10,530 

 

２ 変更方針 

平成 17 年 2 月に根上町、寺井町及び辰口町が合併し能美市となったことから、能美市

を一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図ることとしている。 

それに伴い、従前指定していた小松能美都市計画区域のうち、平成 25 年 8 月に小松市

に係る土地を小松都市計画区域とし、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図

る。 

本都市計画区域の人口はゆるやかに減少していくことが予測されるが、近年の核家族化、

世帯分離による世帯数の増加等により、一定の郊外部への市街地開発圧力は依然、存在し、

計画的な住宅地の配置が必要であると考えられる。 

これを受けて本都市計画区域では、これまで区域区分を定めており、無秩序な市街化を

防止し、計画的な市街化を図るため、これまで通り区域区分の設定を継続する。 

今回、小松都市計画としての将来像を新たに展望し、計画的な都市づくりを進めるため、

既成市街化区域の周辺部を市街化区域に編入し、計画的な市街化の見込みのない区域を市

街化調整区域に編入するものである。 

なお、市街化区域の編入に際しては、現市街地内の都市的未利用地の整備促進を図るな

ど、いたずらに市街地を拡大することがないよう、極力最小限の区域の編入に留めること

とする。 

 

３ 変更の内容 

（１）人 口 

（単位：千人） 

 前回計画（第４回見直し） 今回計画（第５回見直し） 

 
行政区域 

都市計画 

区  域 
市街化区域 行政区域 

都市計画 

区  域 
市街化区域 

平成 12 年 139.4 134.0 95.7    

平成 17 年    109.1 104.3 69.6 

平成 22 年 144.7 139.5 100.7    

平成 32 年    107.5 103.2 68.5 

 （注 1）前回計画は小松能美都市計画区域、今回計画は小松都市計画区域。 

 （注 2）市街化区域の平成３２年人口には保留人口を含む。 

 

 



 

 

 

３ 変更の内容 

（２）面積及び人口密度 

行 政 

区 域 

 

都市計

画区域 

 

変更前 

市街化 

区 域 

今回変更面積 

変更後 

市街化 

区 域 

保留さ

れ 

た 区 

域 

 

可住地 

人口密度 

 
追加 除外 増減 

（ha） 

37,113 

（ha） 

12,759 

（ha） 

2,239 

（ha） 

  2.5 

（ha） 

  12.2 

（ha） 

－9.7 

（ha） 

2,229 

（ha） 

  0 

（人/ha） 

49 

 

 

４．箇所別調書 

（１）市街化区域編入予定箇所 

市町名 番号 地 区 名 面積（ha） 土地利用 編 入 理 由 

小松市 即-１ 三田地区 ２．５ 商業系 開発行為 

 

（２）市街化調整区域編入予定箇所 

市町名 番号 地 区 名 面積（ha） 土地利用 編 入 理 由 

小松市 逆-２ 上荒屋地区 ６．２ － 営農継続 

小松市 逆-３ 梯川①地区 ３．７ － 河川区域を除外 

小松市 逆-４ 梯川②地区 ０．７ － 〃 

小松市 逆-５ 梯川③地区 １．１ － 〃 

小松市 逆-６ 下牧地区 ０．４ － 〃 

小松市 逆-７ 下粟津地区 ０．１ － 道路区域を除外 

 

（３）市街化区域編入が保留される箇所 

       該 当 な し 

 




